
元小山川の概要
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上里町

流域面積：１２．３６km2
流路延長：７．７８km
関係市町村： 上里町、本庄市、深谷市
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元小山川の再生 ～水と緑のまちづくり～ 様式－２

元小山川は、かつては清水河原と呼ばれ、市民の憩いの場として親しまれていました。しかしながら、
河川流域の市街化が進み、かつての清流は失われてしまいました。その後、「第二次水環境緊急化行動計
画(清流ルネッサンスⅡ)」に選定され、流域の下水道整備や、生活排水対策等、県、市、地域が協力して
浄化活動を行い、水質も改善されてきましたが、一度生活圏から切り離されてしまった元小山川へ人々が
回遊する迄には至 ておりません回遊する迄には至っておりません。
市としましては、再び元小山川が人々の生活の一部となるよう、生活排水処理対策を一層進めるととも
に、河川周辺の公園や段丘斜面林、歴史文化資源を回遊していただくルートを設けることにより、子ども
からお年寄りまで誰もが憩い、潤い、魅力のあるまちづくりの実現を図ります。

■元小山川の水質汚濁
■元小山川に親しめる親水空間の不足

まちづくり等の課題市町村域とまちづくり・川の関係（案内図）

元小山川

■元小山川沿い及び、周辺の公園や、寺
社仏閣等を市内中心市街地とを結ぶ
ルートの整備

目標・テーマ

■元小山川の水質及び、環境の改善■元小山川の水質及び、環境の改善
■元小山川に親水護岸を整備し、川をより
身近に感じることができる環境の整備
を行う
周辺の遊歩道の整備を行い 元小山川と■周辺の遊歩道の整備を行い、元小山川と
本庄駅北口の市街地とのネットワーク化
を図るまちづくりを行う 3

県に実施してほしい取組 様式－3

県に実施していただきたい取組は、本計画の中心である元小山川の水質・水辺環境の改善、親水
護岸の整備、魅力ある潤いのある空間整備の実施です。これらの整備を実施していただける事で、
元小山川の魅力がさらに増し、市が掲げている「水と緑のネットワーク」の構築の実現につなげる
ことができます。

①浚渫による元小山川の水質改善

実施してほしい取組の概要位置図
３４

②元小山川の散策道の整備
１

２

５

③若泉運動公園内に元小山川の親水護岸の整備

④吊り橋の設置

中心市街地
中山道

５
⑤元小山川改良工事

■浸水対策

■水量確保による生態系の改善
中山道

■案内看板や、休息施設（ベンチ、トイレ等の整備）

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
工程表

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
水質改善 ● ● ●
散策道整備 ● ● ●
親水護岸の整備 ●
吊り橋の設置 ●
改良工事 ● ●
浸水対策 ● ●
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※整備イメージ
浸水対策 ● ●
水量確保 ● ●
案内看板や休息施設の整備 ● ●



市が取組む事業等の概要 「ウォーキングコースの整備及び、マップの作成」 様式－４

本市は「子どもからお年寄りまで、健やかで安心して暮らせるまち」を目指しています。その
ために着目しているのが、人々の健康面や介護予防の問題です。これらの問題は、一人一人が生
活の中で自ら体調管理を心掛けることが大切だと考え、健康を維持するための適度な運動として
ウォーキングに着目しました。ウォーキングの活性化が起きるよう、市内の文化的資源、段丘斜ウォ キングに着目しました。ウォ キングの活性化が起きるよう、市内の文化的資源、段丘斜
面林や公園、河川等を活用したコースの整備及び、マップの作成を実施します。

位置図 事業等の概要事業等の概要

H24 H25 H26 H27
コ ス作成 コ ス案検討 コ ス整備 コ ス整備 施設整備

工程表

コース作成 コース案検討 コース整備 コース整備 施設整備

マップ作成 マップデザイン マップ作成
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市が取組む事業等の概要 「若泉地区 都市再生整備計画」 様式－4

本庄市では、旧まちづくり交付金事業を活用し、平成22年度から平成26年度の5年間の計画で、
事業を進めています。「若泉地区」では、「豊富な地域資源を活用した活力に満ちた現代版「若
泉の荘」の創出」を目標に掲げ、元小山川沿いや、旧元小山川廃川敷沿いに広がる老朽化した公
園の再整備、下水道の整備による水環境の改善、歴史文化の啓発による地域環境の充実等の事業園 再 備、下水道 備 水環境 改善、 史文化 啓発 域環境 充実等 事業
に取り組んでいます。

位置図

※公園再整備※公園再整備
計画図

本計画に関連する事業の概要工程表 ※当地区の事業期間はH26年度まで

■歴史的建造物の再活用をします。
■地区内の文化的資源を紹介するための
案内看板を設置します。
小 川 廃川敷地沿 公 内

H24 H25 H26

歴史的建造物活用 外溝整備 建造物改修
外溝整備

案内看板設置 看板設置

本計画に関連する事業の概要程表 当地区 事業期間 年度ま

■元小山川の廃川敷地沿いの公園内の
再整備をします。

案内看板設置 看板設置

公園 公園再整備 公園再整備
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市が取組む事業等の概要 市が取組んでいる元小山川の浄化活動 様式－4

元小山川の水質汚濁により、「第二次水環境緊急化行動計画(清流ルネッサンスⅡ)」に選定さ
れたことを受け、地域や学校、行政等様々な団体から、川をきれいにしようとする活動が始まり
ました。市も、各家庭への啓発活動や、下水道整備推進、合併処理浄化槽の設置における補助を
実施し、浄化活動を進めました。実施し、浄化活動を進めました。
このような一連の活動は、清流ルネッサンスⅡに元小山川が選定されたことが契機となってい
ますが、当該事業は今年度を持って完了予定となっております。しかし、今回結びついた民・
官・学の連携を継続させ、引き続き元小山川の浄化活動を行っていきます。

・広報によるＰＲ活動
家庭への生活排水対策の啓発 浄化槽の設置補助等

・市の浄化槽補助金交付広報によるＰＲ活動
＊広報誌は年１回発行
現在は１２号

まで発行済

・市の浄化槽補助金交付

・維持管理に関し周知、啓発を継続

・地域が中心となった清掃活動の実施。
流域自治会やＮＰＯによる浄化活動

・整備は着実に進んでいるものの、水洗化
率は計画を若干下回っている

下水道接続の推進

地域が連携した清掃活動も実施。
・元小山川を学習の場として、水質調査
や、魚類調査の実施

率は計画を若干下回っている
＊水洗化率
H23 : 85.0％
目標値：87.7％
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目標値：87.7％

市が取組む事業等の概要 元小山川浄化活動推進実行委員会 様式－4

平成4年7月に「元小山川流域生活排水対策重点地域」に指定されたことに伴い、元小山川の水
質浄化活動をより効率的に推進するため、平成５年に設置されました。
現在の主な活動は、元小山川の清掃や魚の放流のほか、元小山川に生息する生物調査、広報の
発行 川の環境展を開催するなど 浄化の啓発活動等様々行っており 発足当初は１８団体で発行、川の環境展を開催するなど、浄化の啓発活動等様々行っており、発足当初は１８団体で
行っていた活動も、いまでは２９団体と増加しており、更なる環境改善に努めています。
加盟団体は、元小山川流域の自治会や地元有識者の団体で構成されています。

「元小山川浄化活動イベント」「元小山川浄化活動イベント」

市民 皆様に 小山川に親 河川浄化活動

活動の一例

市民の皆様に元小山川に親しみ、河川浄化活動
に対する理解を深めていただくために、毎年開催
されているイベントです。
平成２２年３月に実施した際には、約１５０名平成２２年３月に実施した際には、約１５０名
の方が参加し、河川清掃の他、ゴムボートでの川
下り等、様々なイベントを行いました。

平成１４年１１月平成１４年１１月 埼玉県知事表彰（環境保全功労）埼玉県知事表彰（環境保全功労）
平成１６年平成１６年 ６月６月 環境大臣表彰（環境保全功労）環境大臣表彰（環境保全功労）

表彰
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地域連携・維持管理等の概要 （仮）「元小山川清流復活事業」 様式－5

元小山川では、かつての清流を甦らせ、再び憩いの場として復活させようと、流域の自治会や、ＮＰＯが川の清
掃活動や、体験学習の開催を実施しています。最近では早稲田大学院と、地元の小学生が共同で元小山川の水質調
査を実施するなどの環境学習も行われています。これらの活動から、地域、大学、行政が共に元小山川をきれいに
しようという気運の高まりを見せ、多くの皆様から清流の復活を望む声が挙がっています。
市としましては 今後元小山川の水辺環境を改善し 復活させるために（仮）「元小山川清流復活事業」を位置

維持管理における地域連携

市としましては、今後元小山川の水辺環境を改善し、復活させるために（仮）「元小山川清流復活事業」を位置
づけ、これらの団体と協力し、取り組んでいく考えです。

体制図 地域連携の概要

■維持管理における地域連携
地元でゴミ拾い等の清掃活動を行い、整備した施設を
安全に利用するために、市が日常的な維持管理を行います。
■ワークショップの実施
元小山川は 多くの方に親しまれてきた経緯がるため

地域地域 学校学校
流域自治会流域自治会
ＮＰＯＮＰＯ

早稲田大学院早稲田大学院
小、中学校小、中学校

元小山川は、多くの方に親しまれてきた経緯がるため、
環境改善には、意見を広く取り入れながら進めます。
■ＮＰＯやボランティア団体への支援

ボランティアで河川の清掃や、川での体験学習等のイベン
トを開催している体が活動をしやすいように支援制度の

行政行政
県、市県、市

トを開催している体が活動をしやすいように支援制度の
策定を検討します。

取組全体のアピールポイント

元小山川での地元の活動 関連する市の事業元小山川での地元の活動

●早稲田大学大学院
●ＮＰＯ「川・まち・人

プロデ サ ズ」

関連する市の事業

●本庄リバーサイド
コンビネーションパーク整備計画

●ほんじょう緑の基金
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プロデューサーズ」 ●ほんじょう緑の基金
●川淵三郎塾によるスポーツの振興


